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髙齢化fc会が進んだ現代において,人々が健康で長生きするためには、生活習慣病のチ防や 
生活習慣病罹患者の減少が、社会的な大きな課題である。.栄餐！:は人々の健康の保持増進、疾 
祸の治療などを食の面からサポートする重要な職務を拘っている。特に,近年、幼い頃からの 
食育教育や生活習慣病に罹患する前の-時予防のための栄裹教育に力が入れられている。そこ 
で、本研究では、栄養七囊成課程において,免許必修科Hである栄英教育綸実習の授龙の---環 
として行った学内インターン実習の栄養k職粢実践教育の取り組みについて報告したい。また、 
児黾教育学科の学生を栄瘥衔導対象存として選定し、将来、子ども逢の食育教育担当者として, 
食育の®要性を認織する動機けけになることを目的とする学科間を越えた交流授業の取り組 
みであることも併せて報告したい,
キーワード：栄丧指埤,職货実践教汽、食育, 学科問交流,自己有能感
1.目的
栄養！:法第 条に、「栄赛！:とは都道府県知,托の免許 
を受けて、栄餐!:の名称を用いて栄喪の指溥に従事す 
ることを龙とする者をいう。」という条文が妃拔されて 
いる。栄養上は、人々の健康づくりをサポートするた 
めに。搽々な角度から栄養指導のアブローチを試みる 
ことが龙栲の要である.:.K-体的には,対象者に合わせ 
た献立の作成と食货の提供、これに付随する栄赛Ifi薄 
を行うことである。対象者にとって望ましい食生活の 
行動変容に導くためには、個々人の生活習惯や食習慣 
に合わせたオーダーメイドの栄餐指導が必要である。 
また、効果的な栄秦指薄をするためには,栄蕉や食品 
に関する専門的な知織に加え、栄養アセスメントやブ 
ランニングなどの栄英ケアマネジメント能力も求めら 
れる。さらに、カウンセリングやコーチングのスキル 
t求められる。そこで,栄英.1:族成猓程の学びの集大 
成として,この突習を位渡づけ、卒变後の栄囊指導袋 
務の職業尖践教育として、学内インターン実習を行っ
調査対象者としては、将來、子ども達の食育教育の 
実践者である幼稚阑教諭、保育士を0指す児萤教行の
学生を選定し、食育の重要性を認識する動棟づけの機 
会になるかという効果も傑った〇そして,この実習を 
通して、両学科の学生に、どのような盘識変化が起き 
た力、を調奔したC
2.方法
案習期問：平成20年12H10H-平成21年1月16H 
実習実施者:家政学 _ 養士コ_ス_大学生 
2年生40名
凋迕対象者：児获教育学科短期人学生2年生42名 
调在方法：家政学科食物栄美專攻栄美士コースの学 
生が、児®教育学科の授業に3回にわた 
つて入り込み、アンケートや食事調査、 
栄善相淡などを実施した。
1回目：実習の0的,内容の説明、協力のお願い, 
個人情報保獲遵守の説明、食第バランス 
チェック、食行動アンケートの実施,食 
•K調査用紙の配布•説明、メールアドレ 
スの交換
2回目:ft事バランスチェック•食行動アンケー 
卜、食帘調杏用紙の回収
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3回目：栄餐相淡,実習アンケートの回収
3芙習内容
3.1インターン実習に取り組む前に
栄餐指導を行うにあたっては、対象有の食罟惯,生 
活習慣,身体状況、食物摂取状況などのデーターを収 
集し,客観的、科学的なアセスメントを行い,個々人 
の状況に応じて,栄#指導計画案を作成しなければな 
らない。この実習は、栄餐教育綸実習の授築の-環で 
あることから、予めMS実習として、栄餐上コースの 
同じクラスの学生を対象に栄赛アセスメントを行い、 
栄斟S導計画案を作成し、計_案に基づいて、栄英上 
役と対象者役に分かれて、実際の栄类指導を想定した 
栄養指導のロ_ルプレイングを行った〇また、予め栄 
炎指導に必要なカウンセリングやコーチングの_知 
識を教育した。この口ールプレイングにより,学生は 
他人に分かりやすく栄養指導をすることの難しさを実
/"栄餐指導アセスメントとプランニング 
•食唞調莳の分析
24時問思い出し法食事調耗表,写离メールの映像 
により、食を解析
「らくらく栄类ffl战EX」ソフトを使川して,
栄族価計食窖診断チャートを作成
I
栄指導朴闕案、食事アドバイスシートの作成
身体状況調査、食行動分析アンケートの分析
I
肥满度の算出,栄義指導計！®案、食窖アドバイX 
シートの作成
ノ
感したと同時に、栄典士コースの学生間では、いつの 
間にかく1用諮を使用し,电門知織を知っていること 
を前提にした指導内容になっていることが判明したe
将來,栄養士として様々な対象者(こ栄类指導をする 
ためには,専門が違う学生を対象とした方が、より実 
践的な栄^疼の訓練になるのではないかと推察され 
た〇また、児索教育学科の授業に入り込むにあたって、 
ftや健康に関連した授業科fl間で実習を行い、双方の 
授类内容に沿う形とした。
3.2インターン実習の流れ
｛データー収集
.身体状況调杏
A
身長.体®、問診表による自党症状の関き取り調
ft
•食事内容凋仵
:ft事バランスチェック表アンケート
24時問思い出し法による&和調&法の記入 
摂取したft事,食品を写真撮影し、メールで 
担当学生に送^
.食行動分析アンケート ノ
栄養指導の実施
•枳当学生が,対象学生に栄養指導を実施寸る
反省•報告会
•今回の実習を振り却って、时象者の問 
題点,栄養指導方法.反省点などを 
スピーチして.情報2換を行う
栄こより、栄幾七の名称を用いて栄美指導を行 
うことは法になろため、乍生は栄養t：〇いと 
いう名礼をつけて龙为を謫した〇
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4.結果
今冋の突習が、闹学科の学生にとって有効であった 
かどうかを集介調査法アンケートにより調齊した〇回 
答は、多項目選択囲答方式で回答してもらい、実習の 
取り組み自体の有効性と、栄疾指薄の効果についての 
有効性の両面を調査した。
(I今回の食事調査は面倒したか？
<児童教育学科>
今回の食舉讕釐は质でしたか*? 0=42
<栄養士コース>
今0の食♦■奎は费Mでしたか？ 0=40
②相当した学生の指導内容は適切でしたか? 
<児童教育学科>
10 5¢} 30 *0 50 ⑽ 70 ®n %
担当した学生に適切に指導できましたか？
<栄餐士コース> W12- 2
w sした*生に扇切に彻•で,ましたか？ nMO
事ったく遍切に格•て•,なかった
あ,®''り»切しfU導て,な办,,:
ふつ人.|
大•寶癱Wil:1•售繼で,/二
やや(•できた 
(UA)
1.担当した学生の態度は良好でしたか？
<児®教育学科>
図3-1
<栄餐士コース>
粗刍した学生の••は6好でしたか？
あまリ良好ではなかった
ふつか6人
ややft好であった 
1
欠寶ft«でJbった 
¢32 人：
童くftWではなかった 
(。人：
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g今回の食事4旨導が、あなたの今後の食生活改善に 
役立ちましたか？
<児童教育学科>
図4-1
10 加 40 50 60 ?。 %
今回の食事指導が、担当学生の食生活改善に有効で 
あると思いますか？
<栄養士コース>
図4 2
今0の食•槽类が粗S学玄の食生活®着に有助であると«いますか7
金く有ftでない 
〇人
あJり有的でない 
-人
各つう く13人) 
やや有»であ5 
(1•人)
大資有Jttである 
(•A)
10 ?〇 30 40 50,
$1今回の実習の取リ組みは有効であったと思います 
か？
<児童教育学科>
図51
兮囲a>章典■〇ター•の®り組みは有朗であったと8,いますか？ n縐2
今回の実習が、あなたの今後の栄養指導に役立つと 
思いますか？
<栄養士コース>
図5-2
今Hの赛曹が.あ切:の今後〇辇番!!尊に投2つと愿いますか？
==ふつうく6人
10 M) 30
やや投立つと8う 
"7人)
あまり投2つと®わな 
いく0人)
金く®立つと懕わない 
(OAJ
大霞役立つとeう 
(口人)
5.考察
今回の実習の取り組みは、指導者である栄费i:コー 
スの学生に面倒である(45%)と答えたものが多かっ 
た。(図卜1,1-2)児童教育学科の学生には、&事綢 
査には、秤»法を用いず、S安ftを記入してもらい、 
(例:ご飯160gと表記するのではなく茶碗一杯など) 
少しでも調査の&拘を軽くした〇栄痰七コースの学生 
は、送信された写Aメールの映像より、分钕や食Wを 
分析し、炬fや加J:食品については、企業のHPや齡S 
により、晾材料や分敏を分析した。また,分故や食材 
の分かりづらいものは,個々にメールや接で,対象 
学生に聞き取り调査をした,チ想以上に,奥子、捐涼 
飲料、加X食品の摂取缺が多く、調査には节間がかか 
ったために、面倒であると答えた学牛が多かったと推 
察される。
学生より、送
信された写离
メ ー•ル
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また、児敏教育の学生は、指導内容が適切であった 
と答えるものが非常に多く (95.2%).逆に、栄養+:コ 
ースの学生は、指導が適切であったと答えるものは少 
なく く37,5%)、栄養七コースの学^の指溥力の自信の 
無さが規わ,れた.(図2-1,図2-2)
指導した学生、枳1Mした学生の態度は、お互いに良 
好であったと答える学生が多く、良好な雰囲父の中, 
実習が行われたことが推察される。(図3 — 1, 3-2)実 
習に入る前に,今回の実習が、I司じ短期大学で專!3リ教 
育を学ぶ乍生の職窠太践教育であることを十分に説明 
していたため,非常に協力的な雰囲気で,実習に跑む 
ことができた〇
今回の食事指薄が,今後の&生活改弃に没立つかと 
いう設問に対しては、両者とも役立つと答えたものが 
多ぐ 特に児敵教育学科の学生に、人変役立っと思う 
と答えたものが多く (61.9%),今回のインターン実習 
が児萌教疗の学生の食生活改俸に役立ったことが分か 
った.(04-1.4-2)
今回の実習の取り組みの有効性については,両学科 
とも有効であると答えたものが多く,栄夾t:コースの 
学生｛こおいては、今後の栄養指導に役立つと答えたも 
のが多く (85%),職數戈践教育の一応の成果はあった, 
(M5-L5-2)また、学科を超えた交流授業は、他職 
補の理解にもつながり、学生の学習意欲向上への刺激 
になるのではないかと推察され
6.結論
栄餐七族成级程における、インターン実習は、学外 
実習においては,免許必修科Rとして、給食管理校外 
其習として1週間の実習が義務付けられており(管理栄 
炎I「掩成過稅は4週問)、ダ笼後の_先である事業所 
や福祉施設で,インターンシップ実習は実施されてい 
る。しかし、大変短い期問での6S地英習では,栄英:1: 
の給食管裡業務を垠問見るだけで終わってしまい、栄 
義上本來の踅務である栄赛指導業務までは実習できて 
いないのが現状である。他のコ•メディカル岑P1｝職英 
成機関でのインターン灾谔期閒は,沿譏師が1035時問 
以』•.の酶地実習,锯剤師は10週問程度の紘地:M矜が義 
樹,i■けられている。将來,NST (栄赛サポートチーム) 
の-、Rとして栄筅指導業栲に携わるには、栄麥成 
課程修了の学生は、3年問の栄荚指缚業務の実務経験 
を経て、管理采«ヒ国家が激合格後、管理栄裹kを取 
得する必要がある。学生時代より.上极S格である管 
理栄赛七を&指す動機付けの怠味や、福祉施設や餐業 
所給食、保育所や幼稚阑での栄#指薄定務を円滑に行 
うためにも、关成猓_間中の栄炎指導其践教荇であ 
るインターン実習が,非常に意義のあることが,今回 
の調査で分かった
また,栄餐！:类栲が、人々を健诙の維持増進のため 
のSましい食行動の変容へと導く職傍を果たすために 
は、教育期間中から專門職としての“やりがい感”を 
習得することは、専門職としての使命を実感する有意 
義な体験となる。今阿の学科問を越えた職業实践教行 
の取り組みは,他の栄餐i:騫成施設では、まだ行われ 
ていない新しい試みであるので,今後,さらに実習内 
容や方itを検討•改良して職宠夬践教育の取り組みを 
統けていきたい。
今回は、将来、たちの食育指導担当者となる児 
黾教育学科の学生に,この実習が,食育の重要性を認 
識する機会となることも冃的のひとつであったが,ま 
ずは、ft分自身の食生活を改寿することが、子供たち 
の健令な食育指薄にっながる第-歩ではないかと考え 
6.そこで,現屯 本学の栄囊士コースで既に実施し 
ている学外食疗指導実習を、やはり学科間を超えた交 
流授窠の取り組みに発展させ、将來、同じ職域で仕餐 
をする栄養七と幼稚阑教論•保育士が,其々の專門的 
立場からチームワークを組んで食育指導ができる人材 
育成教育へとっなげていきたいと考えているa
尚,教育学科の学生の栄荚尜枳取状況にっいて 
は,別の檄会に報嵌したい。
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先生が取り組んでこられた職業実践教育としての学内 
インターン実習に関して、偶然にも以前先生ご自身から 
少しお話を伺ったことがありました。先生の前向きな、 
栄を0指す学生達への熱い思いが伝わってきたこ 
とと、に対する私自身の思いとから,その時人変興 
味を持ってお聞きしたように覚えております。
現塒での栄奏指導は、確かな知識と面接飜にK打ち 
された、おそらく人と人との出会いが1要な場なのでし 
ようか,そこで保育者となる児截の学生が対象者となっ 
て、Aらの食生活を見直し、いずれ子供や保護者に“食 
べる”葸味を伝えていくこと。また学科を超えた交流授 
货の敗り組み。現場でチームを組むことの大切さなど, 
綸文の中から何屬にもわたってテーマが提示され、剌激 
を頂いたように思います。
,アな進みながら,•報告会での旯体的なや 
り取りや食事内容(写真taてみたいです)など個々の 
寧例が知りたいという思いが強くなりました〇それは、 
別の機会に報告されるとのこと、読ませて頂くのがとて 
も楽しみになっています。ありがとうございました。
«担当：番匠明美)
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